
平成２５（２０１３）年５月２日発行　第９号

　このお知らせは，「茨城町立中学校統合準備委員会」における協議の状況を，保護者の皆さまや地域の皆さまに

お知らせするために発行しています。

　今号では，４月１８日に開催されました第１０回統合準備委員会での協議内容についてお知らせいたします。

 ◆ 新年度になり，人事異動等により新しい委員をお迎えし，教育長から委嘱状が交付されました。

新しい統合準備委員会委員の方を紹介します。

※退任された委員の皆さん，大変お疲れ様でした。なお，髙倉委員は，町教育委員会へ転入となったため，

引き続き事務局として参加することとなりました。

 ◆ 制服及びジャージ等の選定業者と数回に渡り，デザイン等の調整をし，最終デザインが確定しました。

　

　○経過報告：桜丘中及び梅香中の教職員８～１０名による検討会議を４回開催し，協議の結果，最終モデルを

　　決定しました。

　○特　　徴：防水性，汚れにくさ，安全面の配慮（反射ボタン等），着心地の良さに優れ，近隣の中学校にお

　　いて採用されていないデザインであります。また，ネクタイやリボンは，簡単に取り外しができ，洗える素

　　材でできており，桜と梅をイメージできるカラーを選定しました。

　○価　　格：現在の両校の制服とほぼ同価格である約34,000円で制作できることになりました。

　○ジャージ：紺を基調に赤と金のラインが入り，アルファベットで「ＡＯＢＡ」とバックプリントがあるモデ

　　ルに決定しました。

　○内　　覧：関係小中学校のＰＴＡ総会等で展示会を実施し，児童生徒及び保護者の皆さまに制服及びジャー

　　ジの最終モデルを見ていただきました。
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 ◆ 統合中学校向けスクールバスの導入を検討するにあたり，関係する保護者の皆さまのご意見やご要望等を反映

　しながら，今後の協議・検討を進めるため，意向調査を実施しました。

　　その調査結果について，事務局から説明をした後，協議をしました。

　　なお，調査結果の詳細については，別号「統合準備委員会ニュース・特別号Ⅲ」にてお知らせいたしますので，

　そちらをご覧ください。

　○事務局で行方市を視察し，学校再編について聴取してきたということなので，行方市の状況をお聞きしたい。

【行方市の状況】

　*小学校で８台，中学校で３台のスクールバスを導入している。

　*運行形態は，バス会社に委託し，５年間の長期契約である。

　*利用者負担金は，月額3,000円（８月除く）で，市と利用者の運行経費における負担割合は，市が約85％

　 で利用者が約15％である。

　*統合校運営検討委員会において大まかなルートを設定し，バス停の場所など細部については，学校及びＰ

　 ＴＡで協議・決定している。

　*バスは乗車定員が３０～３５人で，全員が座席でシートベルトを着用して乗れるタイプである。

　*１日の運行回数は，登校時１回，下校時２回であり，朝練や土日の部活動には対応していない。

　*土日等に行われる授業参観等の学校行事の際は運行している。

　*利用する１ヶ月前に利用申請をする必要があり，例えば，雨の日だけ利用するなど，不定期な利用には対

　 応していない。

　*同一世帯に小中学生が２人以上いる場合には減免制度があり，２人目は2,000円，３人目は1,000円，４人

　 目以降は無料である。

　*登校時のみ，もしくは下校時のみ利用する場合は，半額の月額1,500円である。

　*１ヶ月分（3,000円）を納付し，病欠等で何日間か利用しなかったとしても，その分の返還はしない。
　*利用できる基準は小学校が２㎞以上，中学校は６㎞以上である。

　○中学校の統合の場合は，極端な遠距離通学を強いられる生徒のみをケアすれば良いのではないか。明光中学校
　　とのバランスも考慮する必要がある。

　○学校再編は，国の方針や少子化の進展に伴い実施するものであるが，義務教育の機会均等の観点から，保護者
　　の負担をできる限り軽減し，行政が負担できるものについては行政で負担するという考えで協議していくこと
　　も再編を円滑に進める一つの方法ではないかと思う。

　○スクールバスの導入問題と学校の統合問題は，切り離して考えるべき問題だと思う。切り離して考えないと，

　　統合が絡む地区にはスクールバスを導入し，統合が絡まない地区にはスクールバスを導入しないという結論に

　　至ってしまう。子供たちの安全・安心，そして，適正な通学距離という視点からスクールバスの導入について

　　検討すべきであり，そうした視点を明確にしなければならないと思う。

　○スクールバス導入の可否について，この場で採決をとり，導入方法など詳細について事務局で素案を作成し，

　　今後は，それを基に協議を進めれば，より円滑に進むのではないか。

 ◆ スクールバス導入の可否について採決をとり，賛成多数で，スクールバスを導入することとなりました。

　　今後は，事務局で，どのような形で導入するかなど詳細についての素案を作成し，次回以降はそれを基に協議

　検討していくこととなりました。

 ◆ 委員から作詞家・作曲家について推薦をいただき，その推薦をいただいた方の中から，どなたに作詞・作曲を
　依頼するか協議して決定していく予定です。

　※ 統合準備委員会の議事録及びニュースは，町のホームページでご覧になれます。
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　　 次回の統合準備委員会
　 は，５月中旬に開催する
　 予定です。

 作詞・作曲家推薦等について


